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２ 将来人口の長期的見通しと目標 
全国的に少子高齢化が進み、人口減少時代にある我が国において、赤穂市も例外ではなく、

国勢調査に基づけば2000年（平成12年）以降、人口減少傾向の中で推移しており、2015年

（平成27年）には5万人を下回り48,567人となっています。 

こうした状況の中で、国立社会保障・人口問題研究所による「日本の地域別将来推計人口」

（2018年（平成30年）推計）（以下、「社人研推計」という。）では、今後も人口減少が続き、

2030年（令和12年）には41,000人程度と想定されています。 

また、兵庫県による「兵庫県将来推計人口」（2019年（令和元年）推計）（以下、「兵庫県推計」

という。）では、2030年（令和12年）には39,000人程度と想定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように想定される中で、「総合戦略」を含む本計画に基づく人口減少対策や将来像の実

現を通じて、人口減少の抑制へと導き、2030年（令和12年）には42,000人を超える規模

の人口確保を目指すこととします。 

 

 

  2030年（令和12年）の目標人口：42,000人 
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2000年 2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年
(平成12年) (平成17年) (平成22年) (平成27年) (令和2年) (令和7年) (令和12年)

社人研推計 46,326 43,792 41,081

兵庫県推計 45,477 42,212 38,852

目標人口 42,000

推　計

(単位：人）

48,56750,52351,79452,077

国勢調査
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～ 将来像（まちづくりビジョン） ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～自然と歴史に育まれ～ 

◯瀬戸内海国立公園の美しい海岸線、名水百選にも選ばれた清流千種川、時を超えて語り継

がれる赤穂義士、日本遺産に認定された赤穂の塩・北前船寄港地のストーリー、古代ロマン

あふれる有年の遺跡など、誰もが癒され、楽しめる本市の多様な自然・歴史資源を大切に

するとともに、これら地域資源を活用しながら、次世代へ継承していきます。 

～笑顔と希望あふれる～ 

◯市民の誰もが、将来にわたって、自分らしく、生きがいをもって心地よく暮らせる、笑顔と

希望があふれるまちを目指します。 

◯ひとりの笑顔がみんなの笑顔につながる共生のまちづくりを進めます。 

～活力のあるまち～ 

◯市民の誰もが、元気いっぱいに活躍している姿の実現と、赤穂の魅力の発信による交流や

産業の振興によるにぎわいのあるまちを目指します。 

 

  

  

自然と歴史に育まれ 

笑顔と希望あふれる 活力のあるまち 

地域活性化の視点 

 自然や歴史・文化・伝統など地域の特性を踏まえた経済の活性化、雇用機会の創

出を図り、また、次世代を見据えたＡＩやＩoＴなどの活用により、将来にわたっ

て人が集い、にぎわいをもたらすようなまちづくりの方向性が重要です。 




